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2024 年度協働事業完了報告書 

事  業  名 市民参加で守る別所谷津公園の谷津の生態系 

事業の目的 

谷津の生態系の残る別所緑地の自然の価値を確認し、より効果的に保

護・保全するとともに、その価値を市民に伝えることによって、保全の

担い手を増やす。 

事業期間 令和６年 ４月 １日 ～ 令和７ 年３月 31 日 

事業の内容 

計画 実施の状況 

1 当該地域の生きもの調査の実施 

会の直接調査と、専門家調査への

協力 

2 市民が気軽に保全参加できる方

法の検討 

調査結果を踏まえ、見学会、ワ

ークショップ、シンポジウムな

どにより、市民参加で検討す

る。 

１ トンボ、ホタル、底生生物、

その他昆虫について、専門家の指

導により、調査したほか、会員独

自の調査も実施し、それぞれか

ら、緑地の環境整備についての助

言を得た。その結果を踏まえて、

谷津環境整備のたけの細かなゾー

ニングを作成し、次年度の事業と

する。

２ 当該地域を実際に市民に見て

もらうため、谷津の探検隊を募集

し、観察会や保全体験など８回の

イベントを実施し、意見を聞く機

会を設けた。また、ワークショッ

プを実施した結果、市民から率直

な意見を集めることができた。

事業に要する 

経 費 
※詳細については収支決算報告書

６０１，３４４円 ６０１，３４４円 

事業の協力団体 日本トンボ学会、神奈川トンボ調査・保全ネットワーク、NPO 富里ホタ

ルを守る会、手賀沼水生生物研究会

協働のメリット 

事業計画 効果 

1 生態系を守ってまち

づくりという会の目

的が、多くの市民へ

の周知や、市民参加

の 活 動 の 増 加 に よ

り、達成できる。 

2 市の後押しにより、

当会の活動への参加

を呼びかけやすくな

る。 

1 生態系を守ってまちづくりという会の目

的は、参加者には周知できた。ただし、

市民参加意欲促進については、まだまだ

途上である。 

2 市の協力により、参加呼びかけについ

て、手段が増え、多くの市民に訴えるこ

とができた。そのことにより、印西市の

緑地の自然の貴重性や市の取り組みにつ

いても PRすることができた。 

事業の周知や評価

の方法 

市民への周知については、イベントごとのちらし配布またはスクリレ配

信により、事業参加を訴えた。 

結果については、行事ごとにフェイスブックやブログなどに掲載した。 

課題 

生態系を守りたいという会の強い想いと自然が好きだという市民の意識

の乖離を埋めて、市民が保全に参加するという行動に移すための工夫が

非常に重要となっている。保護保全を全面に打ち出すのではなく、市民

のニーズがどこにあるか、しっかり探る必要がある。 
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